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A01 公募 オートファジーの分子機構と膜動態
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従来、オートファジーは大規模かつ非特異的な分解システムとして認識されてき
たが、特定のタンパク質やオルガネラの選択的分解にも重要な役割を果たしている
ことが理解されつつある。とりわけ、ミトコンドリアを特異的に丸ごと分別・除去
する機構は「マイトファジー」と呼ばれ、ミトコンドリアの量や品質を管理するシ
ステムとして脚光を浴びているが、その詳細な仕組みは未だ多くの謎に包まれてい
る。これまで私の研究グループは、出芽酵母のマイトファジーに働く因子を網羅的
に多数同定するとともに、分解の選択性を規定している鍵タンパク質を捉え、それ
ら因子の機能の一端を解明してきた。
一方、私たちが同定したマイトファジー関連因子の中には、タンパク質の生合
成に関与する新生ポリペプチド結合複合体 NACの構成因子 Egd1が含まれていた。
Egd1は進化的に保存されたタンパク質であり、ペルオキシソーム・オートファジー（ペ
キソファジー）にも重要な役割を果たす。本研究では、Egd1とその相互作用因子が
いつ・どこで・どのようにマイトファジーやペキソファジーに関与しているかにつ
いて、明らかにすることを目指す。細胞小器官の分別・除去機構（オルガネラファ
ジー）は生物学的な重要性が高く、その分子機構解明はオートファジー研究全般に
もインパクトを与えるものと期待している。
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